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 近年、経済の仕組みの変化や規制緩和の流れの中で、消費者トラブルは多発し、

その内容も複雑化、高度化しており、消費者教育の重要性は高まってきています。

その中で、自らの利益の擁護及び増進のために、消費者の権利を実現するように努

め、自ら進んで消費生活に関して必要な知識を修得し、必要な情報を収集するなど、

自主的かつ合理的に行動するように努める消費者、すなわち「自立した消費者」の

育成を目指すことが消費者教育の理念です。 

 柏市では、平成４年度から実施された「文部省学習指導要領」に消費者教育が盛

り込まれたことから、平成３年度に消費者教育推進連絡会が組織されました。消費

生活センターと教育委員会、そして各学校が連携協力し三位一体となって、消費者

教育の推進を図ってまいりました。このような連絡会を設置している市町村は、文

部科学省ホームページ「消費者教育における国内の取組状況調査」によると、国全

体ではまだ１％にも達していないとのことです。 

柏市の消費者教育の中で、消費生活センターによる出前授業「子ども消費者教

室」の開催は各学校で好評を得ています。また、その授業で使用される教材として、

消費生活センターで作成したオリジナルのお小遣い帳「マナブーのマネーノート」

が、財団法人消費者支援センター主催の第４回消費者教育教材資料表彰印刷資料部

門において、優秀賞を受賞したことや各学校における消費者教育の実践が高く評価

され、今年１月に開催された文部科学省主催の「消費者教育フェスタ」では柏市の

消費者教育の取組が全国に紹介されました。 

 本実践事例集は、小中高の先生で構成される消費者教育推進委員による、様々な

教科や総合的な学習の時間を活用した授業実践を取りまとめ、消費者教育の事例を

示したものになっております。 

 各学校におかれましては、学習指導要領が改訂となり、授業時間及び指導内容の

増加とそれに伴う総合的な学習の時間の減少という厳しい状況下にありますが、こ

の実践事例集を参考にし、消費者教育についての理解を深め、創意工夫によって取

組の輪が、更に市内に広がっていくことを期待いたします。 

 



学校における消費者教育の推進について  

 

柏市消費生活センター  

 所長   小野寺  一  男  

 

国においては、平成 21 年 9 月、消費者行政の一元化を図るために

「消費者庁」が設立され、消費者教育・啓発の一層の充実･強化が求め

られています。しかし、悪質商法といわれる消費者犯罪は、常に手口･

商品を替えて発生しており、最近では、社会経済の変化によりインター

ネットや携帯電話での犯罪、また巧妙化した振り込め詐欺などが多発し

ています。被害未然防止のためには市民一人一人が悪質商法に巻き込ま

れない生活術を身に付けた「自立した賢い消費者」になることが、最も

重要です。そのためには、学校や家庭・地域との連携は不可欠であり、

様々な場面で消費者教育を実施することが必要です。  

柏市消費生活センターでは、安全安心な市民生活を守るため、あらゆ

る分野で消費者教育に努めております。消費者教育においては、消費者

としての意識を修得し消費者被害の未然防止を図るだけではなく、責任

ある社会の一員となることも求められています。  

学校では、新学習指導要領により消費者教育の推進が図られています

が、「消費者教育」が具体的に定義されていないため、共通認識となり

にくいようです。そのような中で、本市の特筆すべきところは、学校･

教育委員会及び行政で構成する柏市消費者教育推進連絡会が中心となり、

学校現場での消費者教育を支援している点であり、文部科学省からも先

進的な取り組みとして高い評価を得ています。  

これからも、学校、教育委員会、行政の連携強化を図り、学校現場の

声をしっかりと受け止め、社会の変化に対応した事業の構築に努めてま

いりたいと考えております。また、学校で効果的に活用できる教材資料

の作成にも取り組んでまいります。  

この冊子は、柏市消費者教育推進連絡会委員による消費者教育授業の

実践事例をまとめたものです。ご活用いただければ幸いです。  

最後に、これまでの二年間当連絡会委員として、ご理解ご協力いただ

きました各先生方に、厚くお礼を申し上げます。  
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   第一章 学校における消費者教育の推進について 





 

１ 消費者教育を取り巻く環境 

 平成１６年６月に、消費者利益の擁護及び増進を目的に、消費者教育を受

ける権利を消費者の基本的権利として位置づけた「消費者基本法」が制定さ

れました。同法１７条では学校、地域、家庭、職域その他の様々な場を通じ

て消費者教育を充実させることを国の責務としており、国は、消費者教育の

概念を明確化するために「消費者教育体系シート」を公表しました（資料１

「消費者教育の体系シート」参照）。 

 その後、国民の消費者問題への関心の高まりを受け、平成２１年９月に消

費者庁と消費者委員会が設置されるなど、消費者利益の擁護・増進を図る上

で必要な環境の整備が進んできています。 

 そのような中で、平成２２年３月に、平成２２年度から２６年度までの５

年を計画期間とした新たな「消費者基本計画」が閣議決定され、消費者教育

の検討機関として、消費者庁に「消費者教育推進会議」が、文部科学省に「消

費者教育推進委員会」が設置されました。さらに平成２３年３月には、文部

科学省より「大学等及び社会教育における消費者教育の指針」が公表される

など、消費者教育を取り巻く環境が大きく動き出しています。 

 また、平成２３年度から２５年度にかけて、小、中、高等学校において順

次完全実施となる「新学習指導要領」では、新しい時代に対応した教育の充

実ということで、消費者教育についても消費者の基本的な権利と責任につい

ての理解に関する学習を充実させるなど、内容の改善が図られています。 

 

２ 柏市消費者教育推進連絡会の取り組み 

  近年、食の安全・安心の問題や環境問題、悪質商法による被害や多重債

務の問題など、消費生活に関する問題が複雑化・多様化しています。また、

インターネットや携帯電話などの情報通信技術の発達に伴い、若い世代が

被害者または加害者となり、消費者トラブルに巻き込まれるといった事例

も少なくありません。 

  このような状況下においては、将来社会の担い手となる子どもたちの消

費者意識を高め自立した賢い消費者となるために、主体性・自主性・責任

性・創造性を形成することが重要な課題となります。 

  柏市ではこの課題を解決すべく、さまざまな消費者教育事業を実施して

いますが、その核となるのが平成３年度に設置された「柏市消費者教育推
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進連絡会」です。 

  本連絡会は、教育委員会職員及び小・中・高等学校の教員で構成され、

学校における消費者教育の支援・推進を図っています。 

  主な活動としては、消費者教育の理解を深めるため、教員を対象とした

研修や情報提供などによる学校支援を行ってきました。加えて平成１９年

度から、さらなる消費者教育の推進を図るため、各委員による消費者教育

の視点を持った授業実践を行っています。 

  この実践を通して、日常生活を取り巻く多種多様な課題そのものが、消

費者教育の教材となりうることがわかりました。また、それぞれの学校に

おいて、先生方が消費者教育の視点を持った授業展開を行うことにより、

「自立した消費者」の育成に効果があると考えています。 

この実践を、今後の消費者教育事業の展開における基礎資料となるよう、

本書「実践事例集」にまとめ、今回の発行が第三巻となりました。本書が

各教育機関等で有効活用されることを望むとともに，柏市消費者教育連絡

会では、今後ともさらなる消費者教育の推進が図れるよう取り組んでいき

たいと考えています。 
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消費者庁「消費者教育ポータルサイト」より
http://www.caa.go.jp/kportal/sheet/pdf/taikei.pdf

［資料］





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１  小学校での実践 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   第二章 消費者教育の視点を持った授業展開 



単 元 名 じょうずに使おう 物やお金 

実 施 校 

学 年 / 教 科 等 

柏 市 立 柏 第 一 小 学 校 

第 ５ 学年     家 庭 科 

指 導 者 中 村 智 子 

総 授 業 数 ４ 時間 

 

１. 単元について           

(１) 設定の理由 

            この題材では、物やお金の使い方を児童が自分の生活体験からふり返り、工夫して買い

物       物ができるようになることが目的である。学習に使う物や遊びに使う物など、身近な物か  

  ら取り上げ、自分や家族の生活と結びつけて考えさせることにより、実践できるようにな 

  ることが大切である。購入する際には計画的にお金を使うことや、必要な情報を集め判断 

  することを意識させたい。毎年６年生で行われていたこの単元であるが、今年度の教科書

から５年生で指導する教材となったので、ぜひとも取り上げてみたいと考えた。 

 

(２) 目標 

  ・物や金銭の使い方に関心をもち、適切に買い物をしようとする。 

  ・目的に合った、物の選び方や買い方ができる。 

 

２．指導計画 （４時間計画） 

   第１次  物やお金の使い方を見直そう・・・２時間(本時では１/２の導入) 

   第２次  買い物のしかたを考えよう ・・・２時間 

 

３．本時(１/４) 

(１) 目標 

  ・物やお金の大切さに気づき、その使い方に関心をもつ。 

 

(２) 消費者教育の視点 

   物やお金を無駄なく使うことは、時間や労力の節約となるだけでなく、資源の有効活   

  用にもつながる。持ち物の多くは買い物によって入手しており、消費者として様々な物 

  やサービスを購入して活用していることに気づかせたい。 

収入は家族が得たものである。生活のいろいろな場面でお金を使っていることに気づき、

高額な物は貯蓄によって購入するなど、大切に使うという意識をもたせたい。 
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(３) 展開 

時 配 

(分 ) 

指 導 内 容 ・ 学 習 活 動 指導上の留意点 

（■消費者教育の視点・◎評価） 

備考 

 

２０ 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

１ 自分の買い物をふり返る。 

   

・買い物をして失敗したことをあげてみ

る。 

 

 

 

 

２ 収入について知る。 

 

・ どんなことにお金を使っているのだろ

うか。 

（生活用品 食料 光熱費 交際費等）  

・お金はどこからくるのだろうか。  

・「収入－貯蓄＝支出」を考える。 

 

 

 

 

３ これからの生活について考える。 

 

欲しい物があるときは、どうしたら 

よいだろう。  

  

・次時では本時で学習したことを生かし

て、欲しい物があるときの行動について

学習することを知る。 

 

・自分や家族の体験をもとに話し合

いをする。 

・購入した物が、現在どのようにな

っているかふり返させる。 

■ お金や物のむだづかいに気づか

せる。 

 

 

・家庭ではどんなことにお金を使っ

ているのかを考えさせる。 

■目に見える物ばかりでなく、光熱

費など見えないものの消費にも目

を向けさせる。 

・生活のために家族が働いて収入を

得ていることに気づかせる。 

◎ 生活の中でのお金の使われ方に

関心をもっているか。 

 

 

・本時は２時間扱いの導入なので、

次時につなげられるようにする。 

■自分達の生活に必要なものは、多

くの人々の労力や限りある資源を

使ってつくられていることを知

り、これからの行動に生かしてい

けるようにもっていく。 
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小学校　家庭科
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４．実践報告 

(１) 児童生徒の様子・変容 

 この単元に入る前に、どのくらいの児童がお小遣いをもらっているのかをきいてみたところ、

半数強くらいであった。お年玉は、全員の児童がもらっていた。お小遣いをもらっていない児

童は、その都度保護者に買ってもらったり、お年玉の貯金の中から欲しいものを購入したりし

ているとのことであった。全員が買い物の経験はあり、家族や友達と、またはひとりで買い物

をしているという実態も明らかになった。導入では、だれでもしてしまったことのある「買い

物の失敗」を思い出すことから入ってみた。 

 

買い物で失敗したことをあげてみよう 

・まちがえて違うものを買ってしまった。(サイズ、量、種類など) 

・家にあるのに忘れてまた買ってしまった。 

・予定にはないものを買い、お金が足りなくなった。 

・食材をたくさん買い過ぎて余らせ、食べられなくなってしまった。 

・賞味期限が短い食品を買ってしまった。 

・もって帰るときに損傷した。(つぶれた、こわれた) → 買いなおした。 

・他の店の方が安かったのに、高い店で買ってしまった。 

・予想やイメージと違っていて、がっかりした。 

 

自分だけでなく、家族の失敗も考えさせた。全員に発表させたが、ひとりだけ失敗したこと

がないという児童もいた。出たものを全て板書し、どう思うか聞いてみたところ、「むだ買い

が多い」「もったいない」という意見が出た。もったいないは、お金だけでなく、物に関して

も同じことがいえるという確認をした。改めて書き出してみると、いかに今までむだなことを

していたかがわかったようだった。 

 次に、家庭ではどんなことにお金を使っているかを考えることにした。すると、食料品や日

用品、電話代や光熱費といったものの他に、教育費やローンという言葉まで出てきた。 

また、お葬式に行く時などという発表もあり、家族と一緒の時の経験に基づいた意見を出すこ

とができた。また、収入とは家族が働いて得たお金のことであることを押さえ、貯金と支出は

その中からやりくりしていることを学んだ。 

 

これから先、欲しいものがあったらどうしますか 

・予算を見て余裕があれば買う。 

・家族と相談する。 

・お金を貯めてから買う。 

・タイムサービスやバーゲンなど、安くなるまで待って買う。 

・何件か回って、一番安い店で買う。 

・本当に必要かどうかよく考える。 

・品物の価値を良く考えて買うかどうか決める。 

・似たようなものがあれば買わずに代用する。 

・がまんする。 
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後半では、欲しいものがあったらこれからどうするかを各自考え、黒板に貼り出していった。

上記のように買う前に考えるという児童が大半だったが、買わないでがまんしたり、何も考え

ずに買ったりという児童も若干見られた。 

 

授業後の感想より 

・お金の大切さや、買い物をする時に注意すること、欲しいものの買い方などがわかった。 

・むだにしてしまったことを生かして、次から買い物をしようと思った。 

・次からは買い物で失敗しないようにしたい。 

・買い物に行った時には注意しようと思った。調べてみて良かった。 

・お金は本当に大切なものだから、まちがえて買ったりしないようにして、使わないお金やあ

まったお金は貯金する。 

・欲しいものは、よく考えたり、相談したりして決めようと思った。 

・財布にお金が入っていると使ってしまうので、なるべく財布の中身を少なくしようと思った。 

・支出をしてから貯金だと思っていたが、貯金をしてからの方がむだ遣いができなくなるとい

う大切なことを学べて良かった。 

・すぐに買わずに必要かどうかを考え、買いすぎないようにすることをこれからも意識して生

活するのが大事だと思う。 

・お父さんやお母さんが働いて得た収入だから、買って後悔しないようなものを買う。 

・改めて考えるとむだがたくさんあるので、ものの使い方に気をつけようと思った。 

・お金にはいろいろな使い道があることがわかった。 

・コマーシャルなどで「お金は大事だよ～」と言っているが、本当に大事だと思った。 

・欲しいものがある時のみんなの考えがわかってよかった。自分と全然違う意見が出て、びっ

くりした。 

・自分とは違う考えの人もいたから、その人たちの意見もとり入れたい。 

・あきらめることも生きていくには必要なんだと思った。 

 

(２) 成果と課題 

○ 成果 

・生活に密着した身近なテーマだったので、全員が生活体験を基に発表することができた。 

・普段何気なく行っていたことが、ずいぶんむだを生み出していることに気づき、これか 

 ら気をつけようという意識づけになった。 

・支出には光熱費や医療費など、目に見えないものもあることに気づいた。     

・ほとんどの児童が「収入－支出＝貯金」だと思っていたが、「収入－貯金＝支出」だという

ことに少数の児童が気づいた。説明を聞いて納得の声が聞かれたので、発想の転換を促すこ

とができた。 

・自分だけで今後取り組めるものも多いので、意欲が喚起できた。 

・改めてお金や物の使い方を考たり、見直したりする良い機会となった。 

・本時の後は買い物の仕方を考える学習だったが、広告や口コミの大切さなども出てきて、計

画的な買い物について考えることができた。 

・品物の選び方については、ＪＡＳマークやエコマークなどを自宅で探す作業を取り入れた。

身近な商品にいろいろなマークがついていることと、その意味も理解することができた。 
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単 元 名 しょうかいのポスターを作ろう 

実 施 校 

学 年 / 教 科 等 

柏 市 立 柏 第 三 小 学 校 

第 ５ 学年     国 語 

指 導 者 田 中 竜 一 

総 授 業 数  ９ 時間 

 

１. 単元について           

(１) 設定の理由 

 本単元は、視覚的な広告媒体であるポスター作りを通して、①ポスターを誰に発信していく

かという目的意識、②発信する事がらの見つめなおし、③読み手に伝わるような表現の工夫、

の三点を国語として考えていく単元である。紹介したい内容が読み手に届くように、文章や書

き方を考える活動を行い、わかりやすいポスターを作っていく。そして、ポスターを作る活動

を通して、広告媒体に見られるさまざまな工夫に目を向けさせていきたいと考え、本単元を設

定した。 

 

(２) 目標 

 ポスターの役割をとらえ、伝えたいことを工夫してポスターを作る。 

 広告の特徴を理解し、表現の仕方などに興味をもって調べる。 

 

２．指導計画 

１・２ 紹介のポスターを作ることに興味をもつ 

３・４・５ 書くことを決め、構成や配置を考えながらポスターを作り上げる。 

６ ポスターを紹介しあい、感想を交換する。 

７ 身の回りにある広告を調べて、表現の仕方や工夫を調べる。 

８ 調べたことをグループごとにまとめる。 

９ 広告の表現の仕方を発表しあう。（本時） 

 

３．本時 

(１) 目標 

広告の表現の仕方を発表しあい、伝え方の違いや工夫に気づく。 

 

(２) 消費者教育の視点 

 広告の目的や対象を考え、たくさん買ってもらうための工夫や、広告を見る相手のことを考

えた表現の仕方をとらえることで、広告の情報を鵜呑みにしたり、派手な見た目に惑わされた

りせず、正しい情報をとらえられる見方を養っていきたい。 
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(３) 展開 

時 配 

(分 ) 

指 導 内 容 ・ 学 習 活 動 指導上の留意点 

（■消費者教育の視点・◎評価） 

備考 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

○発表する視点、発表を聞く視点について

確認する。 

 

発表する視点 

・買ってもらうためにどんな工夫をしてい

るのか。 

・たくさんの人に来てもらうためにどんな

工夫をしているのか。 

 

発表を聞く視点 

・違いや工夫について聞く。 

・広告を見るときにどんなことに気をつけ

たらいいのか。 

 

 

○ポスターセッションを行う。 

 

・学級の半分が発表し、半分が聞き役にな

る。 

・前半の発表が１０分、準備の時間をとっ

て後半の発表を１０分取る。 

・発表を聞いてわかったことや思ったこと

をメモする。 

 

 

○感想を発表する。 

・発表をして思ったことや、他の班の発表

を聞いて思ったことを発表する。 

 

○授業の感想を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■伝える目的や内容、相手によって

広告には、目を引くための工夫があ

ることに気づく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グループごとに広告の職種を選

び、集めてきた広告を比べて、目的

による違いや工夫を発表する。 

 

 

 

◎進んで発表を聞き、質問やメモを

とることができたか。 

 

 

◎広告によって、伝え方の違いや工

夫があることに気づくことができた

か。 

 

◎これから広告を見るときに、内容

を注意して見るよう考えることがで

きたか。 

■広告の違いや工夫についての発表

を聞く中で、広告を正しく読み取る

ことの大切さに気づく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポスター 

 

 

 

 

 

ワークシート 
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単 元 名 お金の役割ってなんだろう 

実 施 校 

学 年 / 教 科 等 

 柏 市 立 田 中 北 小 学 校 

第 ５ 学年     総合的な学習 

指 導 者  東 條 正 興 

総 授 業 数  ３ 時間 

 

１. 単元について           

(１) 設定の理由 

高学年になると、もらったお小遣いやお年玉を、自分でどのように使うかを考えるようにな

り、家庭科の学習でも「お金の使い方」について学ぶ。 

たとえ小学生とは言え、子ども達も消費者の一人である。「お金は大切だ」と親から教わっ

てきて知ってはいるが、お金に関するトラブルに関しては、ほとんど無知である。 

そこで、そもそもお金とはどのような役割があるのか、そしてどのような問題があるのかを

子ども達に伝えたいと考えた。 

最近では、「suica」や「ナナコカード」のような電子マネーが、子どもたちでも簡単に手

に入るようになった。このような便利さの裏には、必ず問題点も存在する。 

大人になって、カード破産などの問題に巻き込まれる人が、年々倍増している。 

お金に関するトラブルを概略的に知り、そこから子ども達が「お金の大切さ」を深く考える

きっかけとしたい。本単元は、家庭科の「お金の使い方」につなぐ橋渡しとなる学習である。 

 

(２) 目標 

・お金の大切さを考え、計画的に使おうとする態度を養う。 

・お金のトラブルは家族に迷惑をかけることを知る。 

 

２．指導計画 

第１時（本時） お金の歴史から便利さを見つけよう 

第２時     子どもが巻き込まれるお金のトラブルって？ 

第３時     便利な電子マネーの落とし穴 

３．本時 

(１) 目標 

・お金の役割をその歴史から考え、理解することができる。 

・お金に関する問題を、便利性と関連付けて考えることができる。 

 

(２) 消費者教育の視点 

・暮らしとお金の関係を、その変遷から理解する。 
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(３)展開 

時 配 

(分 ) 

指 導 内 容 ・ 学 習 活 動 指導上の留意点 

（■消費者教育の視点・◎評価） 

備考 

 ５ 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

  

 ５ 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 ５ 

 

 

 

  

○買い物をする場面で、何を使って支払う

ことができるかを考える。 

 ・お金 

 ・電子マネー 

 ・図書カード（金券） 

 ・ケータイ 

 ・クレジットカード 

 

○お金の歴史を知る。 

 ①中国で使われた貝とお金に関する漢字 

 ②ローマで使われた塩 

 ③日本で使われた稲 

 ④硬貨と紙幣 

 ⑤電子マネー 

 

○お金のない時代は、どのようにして欲し

いものを手に入れていたかを考える。 

 ・物々交換をしていた 

 ・働いてほしいものをもらった 

 ・自分で作ったり、採ったりした 

 

○物々交換を体験する。 

 ・大根一本と馬一頭では、不公平だ。 

 ・交換したくないものもある。 

 ・お互い必要とする相手を見つけるのが

大変だ。 

 

○物々交換と比べたお金の良さについて、

考える。 

 ・だれでも持つことができる 

 ・価値がはっきりしている 

 ・貯めることができる 

 

○お金の役割について、まとめる。 

 ①何とでも交換できる 

 ②価値がわかる 

 ③保存できる 

 

■例示を出し、様々な支払方法があ

ることを考えさせる。 

 

・ワークシートに記入後、挙手にて

発表。 

 

 

 

・隣どうし相談させる。 

◎進んで自分の考えを話そうとして

いたか。 

■昔のお金に関する言葉が、今でも

多くの言葉に影響を与えていること

を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

■子ども達は、物々交換では、自分

と相手の要望が一致する難しさや不

公平感や生まれることに気づく。 

 

 

 

■お金の３つの役割を扱う。お金の

役割を考えることで、お金の大切さ

を改めて考えるきっかけとなる。 

 

 

 

◎お金の役割からお金の大切さにつ

いて気づくことができたか。 

電子黒板 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物々交換カー

ド 
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(４) 評価 

・お金の役割をその歴史から考え、理解することができたか。 

 

(５) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．実践報告 

(１) 児童生徒の様子・変容 

 学習問題を提示したとき、「お金の役割ってただ使うだけでしょ」とつぶやく子がいた。子

ども達は、お金について深く考えたことはない様子であった。 

しかし、学習を進めていく中で、物々交換にはないお金の良さ・働きを考えていった。 

 貝が使われている漢字を考えさせる場面では、たくさん列挙する活動を通して、お金に関係

する字が多いことに気づく子どもがいた。教師の意図していたことを、活動の中で発見し、見

出すことができた。 

 物々交換ゲームを体験すると、「自分と相手のニーズが合わなければ交換は成立しない」

「自分の欲しいものを持っている相手を探すのが大変」など、その問題点を発見していった。 

 そして、お金の良さについて改めて考え、まとめることで、子ども達はその便利さ・良さを

理解したことが、子ども達のアンケートからも読み取れた。 

 第２時で行ったお金に関するトラブルでは、子ども達に身近な問題として、ネットでの買い

物やお金の貸し借りの問題点を取り上げた。お金の貸し借りでは、貸した方にも借りた方にも

問題点があることを考え、「お金の貸し借りはどちらもよくないことがわかった」と感想を述

べる子どもがたくさんいた。 

 第３時では、電子マネーの問題点として、クレジットカードのしくみや社会問題をとりあげ

た。２０歳になればだれでも持つことのできる良さだけでなく、その問題点についても考えさ

せる中で、はじめは「大人になったら持ってみたい」と思っていた子達も「気をつけて使わな

いと大変なことになることがわかった」「こわさがわかったので、あまり持ちたくない」など

と、その感想に変容が見られた。 

 

(２) 成果と課題 

○ 成果 

 第１時の授業の感想を見てみると、お金の役割や物々交換のデメリットなどについて、活動

の中でよく理解できた子が多いことがわかる。 

１１／９ 

お金の役割について考えよう お金の３つの役割 

資料 資料 資料 

保存できる 交換できる 物の価値が

わかる 

昔              今 

塩や貝           硬貨紙幣 

貝賃貸貧財・・・      電子マネー 
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 授業の最後に考えさせた「お金に関する問題」については、どの子も「大人の問題」として

捉えていたことがわかった。自分達にとっては、身近ではないと思っていた。 

 しかし、小学生にも関するトラブルがあると伝えると、子ども達の興味はより深くなった。 

  

 以下、第１時の授業後の感想である。 

・お金の価値や役割などにきちんとした理由があるということがわかった。 

 ・昔は物々交換や貝がらで物を交換しているということがわかった。 

 ・昔のお金のことや今のお金の便利さ、お金に関係している問題が意外といっぱいあってお

どろいた。 

 ・お金は良いところがある。例えば、交換できる、持ち運べるなどあるけれど、悪いところ

もあって、さぎなど、まんびきなどにあったりと、悪いところと良いところがある。 

 ・物々交換で（相手の）ほしいものとあげるものが同じじゃないといけないとわかった。 

 ・昔のお金に比べて便利になってきている。 

 ・お金は、現代や過去や未来も使い方やお金の支払い方法も変わる。 

 ・物々交換は条件がそろわないと大変。 

 ・昔は物や小判でとりひきをしていたけど、今は電子マネーでも支払いができる。 

 ・お金の問題はけっこういっぱいあった。 

 ・昔は物々交換などして、欲しいものなど交換していたけれど、今は、物々交換じゃなくて、

お金で交換するから今と昔は、全然ちがうとわかりました。 

 ・お金が昔は物だったのが、びっくりした。物々交換が意外に難しかった。 

  

 第２～３時では、お金に関する「便利さ」だけでなく、その裏側にある「問題点」について

も取り上げることによって、身近や将来起こりうるトラブルを未然に防ごうという意識が働く

ようになると感じた。 

単元構成時は、クレジットカードの学習が「子ども達には早いのでは」と自分自身迷うとこ

ろがありながら模索していた。 

しかし、実践してみて思うのは、小学校の保健で「たばこや飲酒」をとりあげるのと同じで、

素直な今だからこそ、大人になる前に知識として知っておく必要があると実感した。 

 

○課題 

 今回の学習内容は、高学年向けだが、低学年や中学年では、どのようなことを教えておくべ

きなのか、系統的にまとめられると学校教育の中での位置づけがはっきりしてくるように感じ

た。大人の中で起こっている現代の金融トラブル。子どものうちにどのような学習をしておけ

ば、未然に防ぐことができるのか、全体的な構造をまとめられればと思う。 

また、授業形態として、教師が「教える授業」だけでなく、子ども達が「調べて発見してい

く授業」は、どのような内容であれば可能なのかなど、模索していきたい。  

 

(３)使用教材・資料等 

 ・パワーポイントの自作教材「お金の役割」「お金の問題点」 

 ・パワーポイント「クレジットカード」（松戸市立北部小学校 細羽正巳氏作成） 
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単 元 名 買い物名人になろう 

実 施 校 

学 年 / 教 科 等 

柏 市 立 逆 井 小 学校 

第 ４ 学年     総合的な学習 

指 導 者 竹 内 美 紀 

総 授 業 数  １ 時間 

 

１. 単元について           

(１) 設定の理由 

 学級の子どもたちは、お金について、何でも買うことができて便利なものとして見てい

る。使い方についてもあまり深く考えない子が多い。そこで、そのお金に向き合って、お

金とは何なのかを考えさせ、生活には必要不可欠なものであり、そのお金は、家のお父さ

んお母さんが一生懸命働いてやっと得ることができるものとして再認識させたい。世の中

お金がなければ生活できない。だからこそ、家のお父さんお母さんが汗水たらして働いて

くれている。そのお金をどのように使ったらよいのか、使うに当たってはどんなことに気

をつけたらよいのか、４年生の生活実態を考慮しながら考え授業に臨みたい。 

 

(２) 目標 

 お金について学習し、お金の大切さを再認識し、どのように使い、どんなことに気をつ

ければよいか、みんなで考えることができる。 

 

２．指導計画 （1時間） 

・お金は家の人が働いて得た対価としてあることを教え、物を購入するにはよく考えて買

うことやその物を最後まで大切にすることを学ぶ 

 

３．本時 

(１) 目標 

お金について学習し、お金の大切さを再認識し、どのように使い、どんなことに気をつけ

ればよいか、みんなで考えることができる。 

 

(２) 消費者教育の視点 

 お金は尊い労働の対価であること、いくらでもあるというものではなく、限りあるもの

だということ、だからこそ、どのように使うかということが重要なのだということを生活

の様々な場面で、折に触れて話していきたい。小学校生活後半である 4年生に入り、行動

範囲も広がり始めた１０歳という年齢に、貴重なお金で物を買うことを改めて考えさせた

い。友達と比べることで、自分の消費行動を振り返れると幸いである。 
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(３) 展開 

時配 

(分) 

指 導 内 容 ・ 学 習 活 動 指導上の留意点 

（■消費者教育の視点・◎評価） 

備考 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２５ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

５ 

  

 

  

 

 

 

５ 

・お札や小銭を提示する。 

１．お金はどんなときに必要か考える。 

    何か（食べ物、服、文房具、）を買う

とき 。電気、ガス代、水道代、携帯電

話代を払うとき。病院に行ったとき。習

い事の月謝。給食費。旅行。ゲーム等  

     

２．お金はどこから来るのか考える。 

家の人が働いてもらった給料が自分た

ちの生活で使う、お金になる。 

 

 

３．お買いものごっこを班ごとにする。 

１班  鉛筆 

２班  セロハンテープ 

３班  ノート 

４班  のり 

５班  消しゴム 

 例 

Aさん・・・かわいい消しゴム  

理由・・かわいい絵がついていたから 

Bさん・・・シンプルな消しゴム 

理由・・使いやすいから、よく消える

から 

Cさん・・・においのする消しゴム 

理由・・好きなにおいだったから 

 

４．お金を使うときに大切なことを考え

る。 

①何に使うか（目的）考えて買う 

②よく考えて物を買う。（本当に必要か

どうか） 

③計画的に使う。 

 

５．お母さん（お買い物名人）の代表 

に、食事の買い出しでお金を使うときに 

◎生活の多くの場面でお金が必要

であることに、改めて気がつく

ことができたか。 

 

 

 

 

・お父さんお母さんが頭や体を遣

い一生懸命働いてくれているか

ら暮らしていけることを感じさ

せる。感謝の気持ちを持たせ

る。 

■限りあるお金を大切にする気持

ちを持つことができたか。 

・班ごとに品物を用意し、どの品

物を自分だったら買うか考えさ

せる。なぜ、その品物を買った

か理由をはっきりさせる。でき

れば、ひとりひとりに理由を言

わせる。 

・友達の考えに対しては、批判は

しない。そのかわり、アドバイ

スができる人はする。 

 

■買い物ごっこをしながらなぜそ

れが買いたいのか理由を考えさ

せ、発表させながらそれぞれ多様

な価値感があることを知る。 

■用途に一番適していて、本当に

必要かどうか考えることができ

る。 

・計画的に買うことについては、

消費者教育の出前授業を受け

る。 

 

 

お金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様々な品物

を１種類に

つき４～５

こ 準 備 す

る。 

・値段・形

などの違う

品物 
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気をつけていることを話してもらう。 

 

６．まとめをする。 

今日の授業を振り返り、感想等をワー 

クシートに記入する。 

 

 

・お金は無限ではないことを話

し、物を大切にしてほしいことを

話す。 

 

・感想を発表する。 

 

 

ワークシー

ト 

 

４．実践報告 

(１) 児童生徒の様子・変容 

 低学年で消費者教育を実施していない子ども達にとって、内容的には少し簡単すぎるか

と思ったが、普段の消費行動を振り返って考えさせる良い機会になりました。 

 まず、お金が家の人が一生懸命体や頭を使って働いて得た対価であることを改めて考え

させたことで、子ども達は感想の中で、「たくさんのお金が生活するには必要だとわかり

ました。」と書いていました。目に見えるはっきりした変容はまだ、見られませんが、

「買い物名人になろう」という言葉と大事な点については、ときどき子ども達の会話の中

から聞こえてきます。 

 

(２) 成果と課題 

○成果 

 「買い物名人になろう」では、お金の大切さがわかった、上手な買い物の仕方がわかっ

た、値段を見て買う、必要かどうか考えてから買う、貯金したい、色々な所で必要なこと

がわかったなど、こちらが子ども達にわかってほしいことはだいたい理解していました。 

 算数の授業の中でも買い物の文章題が出ると、買い物名人の話がでるほど、子どもたち

にとっては身近な内容であったと思います。 

 そして、学期末に子ども消費者教室で「どうしてお金は大事なの？」の授業をやってい

ただきました。視覚的にお金がどのような所やどのような物に使われているか改めてわか

り、私の授業での復習も兼ねたことが、子ども達の消費行動を考えさせる大変良い機会と

なりました。 

 そこで、こづかい帳「マナブーのこづかい帳」を冬休み前にいただいたので、冬休みの

しおりにも、それを使ってお年玉を大切に計画的に使おうということを明記しました。2

回の授業を通して、お金がいかに大切か、そして、それらを計買的に使うことなどよく理

解させられたと思います。 

 冬休み明け、こづかい帳を使ってどのようにお年玉を使ったか聞くのが楽しみです。 

○課題 

 授業でしっかりわかっても、家庭の考え方が子ども達の消費行動を決めると思います。

親にどのように啓蒙していくのかその難しさを感じます。 

 まずは、子ども達が持っている自分の持ち物（文房具等）を大切にすることを普段から

呼びかけていく必要があると思いました。せっかくこのような授業をさせていただいたの

で、2回で終わらせず、学校生活の中で繰り返し声をかけていきます。 
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(３) 使用教材・資料等 

○ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

買い物名人になろう！
４年 組 名前

○お金はどんな時に使いますか？

○お金はどこから？

○さあ、じょうずに買い物ができるかな？
班 文ぼう具

私は、 ① ② ③ ④ ⑤ を買います。

選んだ理由は、

からです。

○じょうずな買い物をするためには…
①

②

③

感想

を買います。

からです。
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（４）教育委員会から

消費生活センターの行っている「出前授業」と、担任の先生の授業を複合的に行

い、絶大な効果をあげることができた取組です。授業参観日に本時の授業を公開する

ことで、家庭にも「消費者教育」の実態を知っていただくことができました。 

こうした取組は、親子で買い物や小遣いに関する共通の話題を持つことが期待でき、

実際の消費場面で生きる指導となります。 

（５）消費生活センターから

本実践は、「契約・取引」領域にあたり、将来の家計管理につながるものです。

子供たちは、お金が生活の様々な場面に必要なこと、そして家の人が働いて得ている

ものであることに気づき、どうしてお金を大切にしなければならないか、考えて使う

必要があるのかを実感したようです。後半の買い物ごっこでは、友達同士で様々な商

品選択の理由があることに気づき、商品の選択が「環境保護や、消費者のことを考え

た商品の流通を促す力となり得る」という考え方の基礎となりました。 
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単 元 名 おかしのパッケージを作ろう 

実 施 校 

学 年 / 教 科 等 

柏 市 立 豊 小 学 校 

第 ６ 学年     家 庭 科 

指 導 者 永 井 久 美 子 

総 授 業 数  １ 時 間 

 

１. 単元について           

(１) 設定の理由 

 子ども達が、日常的にお菓子を購入する際は、自分の好み、または価格のみによって選

択を左右されている場合が少なくない。保護者の意識も子どものそれと類似しているとい

うのが現状である。しかし、実際にお菓子の袋を注意深く観察すると、そこには、成分表

や賞味期限他、取り扱い上の注意・ゴミの識別表示など、実にたくさんの情報が掲載され

ている。そこには、製造者の思いがぎっしり詰まっているともいえる。 

 本単元では、お菓子のパッケージに掲載されている情報の多さに意識を向けさせたい。

そして、賢い消費者となるために、単なる味覚の好みや価格のみで判断されることのない

幅広い視野で選択できることに気づかせたい。また、逆の立場となり、実際にパッケージ

をデザインすることで、企業の立場から消費者を意識させ、必要な情報を正しく発信する

ことの意義を意識させたい。更に、今後の消費選択の際のひとつの道しるべとして、各々

が考えていくきっかけ作りにしたいと考え、この単元を設定した。 

 

(２) 目標 

・お菓子の袋には、消費者が選択する際に、必要な情報がたくさん盛り込まれていること

に気づく。 

・お菓子製造会社の立場になり、情報を正しく掲載した魅力のあるパッケージ作りに挑戦

する。 

 

２．指導計画（1時間） 

おかしのパッケージを作ろう。・・・・・・・・・・・１（本時） 

 

３．本時 

(１) 目標 

・お菓子の袋には、消費者が選択する際に、必要な情報がたくさん盛り込まれていること

に気づく。 

・お菓子製造会社の立場になり、情報を正しく掲載した魅力のあるパッケージ作りに挑戦

する。 

 

(２) 消費者教育の視点 

・お菓子の袋に書かれている情報の多さに気づき、今後、お菓子他物品を購入する時の参
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考にすることができる。 

・お菓子のパッケージに、必要な情報を掲載して図案を考えることができる。 

 

(３) 展開 

時 配 

(分) 

指 導 内 容 ・ 学 習 活 動 指導上の留意点 

（■消費者教育の視点・◎評価） 

備考 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１，本字の学習のめあてを知る。 

  お菓子のパッケージを作ろう 

 

２,何も書いてない袋の中のお菓子を全

員で試食する。 

  

 

３，お菓子の袋にはどんなことが書かれ

ているのかを考える。 

・ 賞味期限 ・ゴミの種類 

・ 会社の住所 ・製造日 

・ 原材料  ・キャッチコピー 

・ 保存方法 ・フリーダイヤル 

・ 取扱上の注意 ・内容量 

    

４，お菓子の袋にこめられた製造者の思

いを考える。 

 

 

 

 

５，試食して気に入ったお菓子のパッケ

ージをデザインする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊今までのお菓子を買う時の視点

を確認する。 

＊今日は、お菓子会社の新入社員

になったと仮定し、新商品を売

り出すという設定を伝える。 

＊３種類の食感（あまり食べたこ

とのないポテトチップ）を味わ

わせ、学習への意欲付けとさせ

る。 

＊どんなことを袋に掲載したらよ

いかを調べさせる。 

■実際の袋を観察することで、お

菓子の袋に書かれている情報量

の多さや多様さに気づく。 

 

 

 

＊種類の違うお菓子の袋を比較し

て製造会社の思いが袋に反映さ

れていることを知る。 

◎袋に描かれている内容や製造者

の思いに気づくことができた

か。（発表） 

＊パッケージを作るときに特徴を

効果的に掲載するように支援す

る。 

＊始めに食べた食感を思い出しな

がら、デザインやキャッチコピ

ーをイメージさせる。 

＊成分表は、あらかじめ用意した

ものを貼らせる。 

■製造者の立場となり、魅力ある

パッケージを作る。 

 

 

 

 

 

お菓子 

 

 

 

お菓子の袋

のコピー 

 

 

 

 

 

 

複数のお菓

子の袋のコ

ピー 

 

 

 

デザインを

かく紙 

色鉛筆 

のり 

はさみ 

成分表のコ

ピー 
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５ 

 

 

 

 

６，作ったパッケージを紹介する。 

◎自分なりに強調したい内容を、

パッケージ作りに反映すること

ができたか。（デザインを描い

た紙） 

＊制作者の意図を考えながら  

紹介を聞くようにさせる。 

 

 

 

 

 

実物投影機 

 

４．実践報告 
(１) 児童生徒の様子・変容 

 子ども達の好きなお菓子を選び、しかも試食から導入したので、子ども達の取りかかり

は良かった。ただ、試食は子どもの好みもあるので、あえて複数味を用意し、においから

好みでない物は食べなくても良いことを伝えたが、大満足でほとんどの児童が３種類を試

食した。今回は、牛タン味と納豆味と餃子味のポテトチップを用意した。学年全クラスで

味を変えて実施した。授業参観に実施したので、保護者の方にも参加していただいた。 

 お菓子の袋を観察する前に子ども達に何が掲載されているかを聞いたところ、予想以上

に知識を持っている子もいた。しかし、実際のお菓子の袋のコピーを見て実にたくさんの

発見をした。袋がギザギザになっていることや、開け口の表示に至るまで、子どもの気づ

きは細部にわたり多かった。また、同じ商品でも、袋によって売り言葉や特徴の表し方の

違いを再認識していた。 

そして、その気づきが、特徴をうまく掲載しようと子どものパッケージ作りの意欲にも

繋がっていった。パッケージには、新キャラクターを作ったり、宣伝文句を書いたり、有

名人もお勧めという言葉を書いたりと子どもの自由な発想が随所に見られた。最後に、こ

のパッケージの商品なら買ってみたいかどうか、保護者の方にも伺い、自らのできに満足

した児童も多かった。授業後，全員ができあがったところで，クラス内コンテストを実施

した。子どもから，｢本当にこの袋が商品化されるの？｣という質問まで出された。 

 

(２) 成果と課題 

○成果 

・パッケージに書かれている情報の多さを認識することができた。 

・製造者の思いが袋にたくさん反映されていることに気がつくことができた。 

・改めてポテトチップの材料や栄養成分を認識することができた。 

・前半に気づいた情報を子ども達にコピーして切り貼りさせたのでそこで、制作者の立場

として、商品に向き合えた。 

○課題 

・１時間の内容が盛りだくさんで１時間の中で書き終わらない児童が多かった。前半の情

報の気づきの部分と、後半の作成部分とで２時間続きの授業にしてもいいと思った。 

・内容量やゴミの種類など簡単な情報は、意識強化するために各自で記入させてもよいか

とも思われる。 
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○パッケージ製作ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○児童が作成したパッケージ 
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２  中学校での実践 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



単 元 名 職業について考えよう 

～ 私たちの生活と職業 ～ 

実 施 校 

学 年 / 教 科 等 

 柏 市 立 田 中 中 学 校 

第 ２ 学年     進路指導 

指 導 者  高 橋 陽 基 

総 授 業 数  ４ 時間 

 

１. 単元について           

(１) 設定の理由 

   将来の夢や進路を考える過程において、職業や働くことについて理解することは、将来

における社会的職業的自立を促す上でとても重要な課題となる。その中で、様々な職業の

特色や環境、条件等について考えることは、職業情報を豊かにすることはもちろんのこと、

将来の希望を具体化し、進路意識を高めることに大きくつながっていく。ここでは、職業

の特色や環境、条件等を考えつつ、職業の理解と進路選択能力を高めていく。 

 

(２) 目標 

  職業生活に対する理解を深め、適切な進路選択の能力を養う。 

 

 

２．指導計画 

（１）私たちの生活と職業・・・・・・・・２／２時間（本時） 

（２）体験したい職場を発見しよう・・・・１時間 

（３）職場体験にチャレンジしよう・・・・１時間 

 

 

 

 

３．本時 

(１) 目標 

  ・職業や働くことについて考え、イメージを膨らませ、意欲の向上を図る。 

  ・多様な職業の内容や特色等を考え、その職業の適性等について理解を深める。 

 

 

(２) 消費者教育の視点 

  ・職業について考え、情報を収集する。 

  ・発表を通して職業の内容や特色を知る。 
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(３) 展開 

時 配 

(分 ) 

指 導 内 容 ・ 学 習 活 動 指導上の留意点 

（■消費者教育の視点・◎評価） 

備考 

は
じ
め 

 

５
分 

１．前時の確認 

・各自が選んだ職業について振り返る。 

 

・本時のテーマを確認する。 

 

職業について考えを深めよう 

 

 

◎選んだ職業について再確認できた

か。 

 

■テーマについて関心を持ち、職業

の多様性ついてイメージすること

ができたか。 

 

ワークシート 

 

な 
 
 
 

か 
 
 
 
 

４
０
分 

 

２．班内で発表会  

・前時に各自で求人情報誌より選択した

職業を班内で発表しあう。 

 

 

 

 

 

 

３．班で一つ職業を絞る 

・各自の発表から班で一番やってみたい

職業を絞る。 

・絞り込んだ職業の特徴を掲示物に書き

込み、黒板に貼る。 

 

 

４．班ごとに発表する。 

・職業の内容や特色をわかりやすいよう

にまとめ発表する。 

 

 

 

 

■様々な特徴から職業を探している

か。 

◎職業について要点を得た発表にな

っているか。 

■友達と情報の交換をさせる。 

◎友達の発表を自分の内容と比較し

ながら聞いているか。 

 

 

 

◎真剣に話し合いに参加している

か。 

■様々な職業について理解を深め

る。 

 

 

 

◎発表を真剣に聞いているか。 

■職業の多様性を知ることができた

か。 

 

 

 

 

ワークシート 

求人情報誌 

 

 

 

 

 

 

 

拡大ワークシ

ート（掲示

物） 

ま
と
め 

 

５
分 

 

４．職業について関心を深める 

・本時の感想をまとめる。 

・疑問点などがあれば発表させる。 

 

 

 

■職業の多様性を知ることの重要性

に気付かせる。 

◎職業についての関心が高まった

か。 

 

 

まとめの用紙 
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４．実践報告 

(１) 児童生徒の様子・変容 

   将来つきたい職業がまだ曖昧な中で、職業について考えることは、生徒にとって未知の

世界ではあるが、進路を考える際には将来を見据えた進学先を検討することが大切である。

そういう意味でも今回の授業は職業の多様性を知る良い機会となった。 

就職情報誌の活用から授業に入ったこともあり、生徒の興味関心が高まり、様々な観点

から職業を捉えることができたことは大きな収穫であった。生徒一人一人の選択した職業

がほとんど重ならなかったことは、生徒の職業に対する興味関心の高さと選択の幅の広さ

を知ることができた。 

今回の授業を通して、職業の多様性について知ることができ、これから行われる職場体

験学習に向けての意識の高まりと将来の職業選択の一助になればと考える。 

 

 

 

(２) 成果と課題 

○ 成果 

・普段私たちが接している職業はごく少数で、世の中には多種多様な職業があることに気

付き、驚きと発見があった。 

・職業の中には資格を必要とする職業も多く、その資格を取得するための勉強をしなけれ

ばならないことを知ることができた。 

・一人一人の選んだ職業が違うことを知り、職業に対する興味関心や考え方の違いがわか

った。 

・発表を通して職場体験へ向けての考え方が深まった。 

・自分が今まで考えていた、楽しいとかおもしろいだけでは仕事は勤まらない事を知り、

職場体験に向けて改めて考えを深めることができた。 

・将来に向けて目標を持てるようになった。 

 

 

 

○ 課題 

・やりたい職業がイコール自分の将来の職業に結びつくことが可能なのか不安になった生

徒もいた。 

・ほぼ１００％が進学のため、どうしても目先の進路に目がいってしまい、将来の職業ま

で考える余裕がなくなっている。授業の中でも取り上げることが少なく、進学一辺倒の

進路指導になっている。 

・職業の多様性について学習する機会が必要である。 

 

 

 

(３) 使用教材・資料等 
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私の職業選択 

添 付 欄 

事業所名  

募集形態  

職 種  

給 与 
 

仕事内容 

 

時 間 
 

休 日 
 

資格や条件 

 

待 遇 

 

勤務地 
 

応 募 
 

事業内容 

会社内容 

他 

 

選択した理由 
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職業について考えてみよう（まとめ） 

２年１組 氏名              

Ｑ．多くの職業について理解を深めることができたと思います。各班の発表を聞いてどのよう

な感想を持ち、また、今後の職場体験にどう活かしていきますか。 
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（４）教育委員会から 

消費生活において、収入をどのように獲得するかはとても大切な観点です。 

はじめは漠然とした印象や夢で職業を選んでいた生徒たちが、勤務条件、時給などを比較検

討し始め、次第に具体的な職業観を獲得していく流れとなっています。本時の授業や職場体験

を通して、将来の夢を持ち、その夢が現実的な目標となり、その目標に向かって今何をしたら

いいかを考え始める。目の前の進路選択に大きな影響を与える授業となりました。 

消費者教育とキャリア教育を融合させた、斬新な取組です。 

 

（５）消費生活センターから 

 消費者教育とキャリア教育は密接に結びついています。働くことには様々な意味があります

が、生活のための金銭を得ることはそのひとつです。自分の望むライフスタイルに合わせて収

入の額や就業条件を考慮し、職業を選択する必要がありますが、反対に、収入に応じた消費ス

タイルを考える必要もあります。本実践は、将来の生活設計、生涯設計を考える上での基礎と

なります。 

 また、キャリア教育は、様々な職業の内容や企業側の立場を知ることによって、職業を通し

てどのように社会に貢献していくのかを考えるきっかけとなります。企業と消費者が、一層信

頼し合える社会の実現が待たれます。 
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実践プラン 

１. 単元について 

(１) 設定の理由 

 ともすれば数学は、実生活にあまり関わりがないと生徒に言われがちな教科であるが、

そうではないことを本単元の中で認識させたい。近年報道等で金利に関する関心が高まり

を見せ、数学科としても計算結果を比較しやすい単元である。 

 発展として、金利についての正しい知識を身につけ、人生設計の一助としたい。 

 

(２) 目標 

 ○ 身近な事象の中に＜ともなって変わる２つの 数量＞を見出し、実験や調査を通し

て、その関係を考察しようとする。          （関心・意欲・態度） 

 ○ 身近な事象を、関数を用いて考察し、その結果を振り返って考えることができる。 

（数学的思考力） 

 ○ 関数の式、表、グラフを用いて具体的な事象を表し、その意味を読み取れる。 

（数学的表現処理） 

２．指導計画 （1時間） 

   ２乗に比例する関数   ３    定義、式判別 

   関数のグラフ      ４    グラフの描き方、特徴 

   関数の値の変化     ３    変化の割合、定義域 

   関数の利用       ２    日常生活での利用 

   問題練習        １    問題練習による定着 

   いろいろな関数   ２（本時 1/2） 第４章の発展学習として 

 

３．本時 

(１) 目標 

 ○ 身近な「金利」を扱うことで、日常に使われる数学を意識させる。 

 ○ 金利計算をすることで、関数学習に対する精神的敷居を下げる。 

   利用ＨＰ http://kawagoe.or.jp/tools/calc.htm 川越商工会議 

                            （返済シュミレーション） 

(２) 消費者教育の視点 

  ○ 借金時に利息はつきもので、利息計算方法は２通りあることを認識させる。 

  ○ 単利、複利それぞれの特徴を、計算することにより実感する。それにより、安易

に借金をつくらない姿勢を身につけさせる。 

単 元 名 ２乗に比例する関数 

～金利を考える～ 
実 施 校 

学 年 / 教 科 等 

柏 市 立 松 葉 中 学 校 

第 ３ 学年     数学科 

指 導 者 直 井 一 士 

総 授 業 数  １５ 時間 

─　　─52 ─　　─53

金利を考える



 (３) 展開 

時配 

(分) 

指 導 内 容 ・ 学 習 活 動 指導上の留意点 

（■消費者教育の視点・◎評価） 

備考 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

２０ 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

〔課題〕 

1000円を 10年借りたら、10年後にいく

ら返さねばならないか計算しよう 

（利息はいくらかと質問されたら） 

利息は計算しやすい月 10％としよう 

（各自計算を進める） 

1000円の 10％＝100円が 10年 

＝120ヶ月だから、100×120＝12000円 

これに元金の 1000円分も合わせて、 

13000円返せばよい 

＜定義＞ 

利息には 2種類ある。一つは「単利」 

元本だけに利息をかける計算方法 

もう一つは「複利」 

元本と利息両方に利息をかける 

 

〔課題〕 

複利で 1000 円を 10％で 10 年借りた

ら、10 年後はいくら返さねばならない

か計算しよう 

 

（3ヵ月後を例示する） 

1月後 1000円×10％＝1100円 

2月後 1100円×10％＝1210円 

3月後 1210円×10％＝1331円 

（12月で 3138円程度計算を進め） 

 

 

ＰＣ計算を提示する 

120月後は 9270万 9069円になる 

単利との差は 9269万 6069円 

 

1000万円を 2.5％10年間借りたときの 

返済額は，プリントのように計算される

（銀行などから貰える９1128 万 8319 円

となる 

 

〔まとめ〕 

本時のまとめをする 

 

 

 

■単利と複利には触れない 

 

 

 

◎単利計算を最大限尊重する 

（関心・意欲・態度） 

◎元利計算を的確に処理したか 

（表現処理） 

 

 

 

 

■本来,銀行預金を引き出されぬ 

ための手法である 

■72÷利息≒元利が 2 倍になる期

間と知られている 

 

 

 

 

 

 

◎演繹的に 1.1^xを想起できたか 

（思考力・表現処理） 

 

■支払わずに借りっ放しのとき

は、との前提条件を念押しする 

■住宅を建てるときに最も多く使

われる住宅支援機構の固定金利

では、2.49％が多い。今回の計

算の 1/4、ということは利息の

金額も 1/4と想像できる 

■借り方の話し合いにより、元利

の内訳に差が出る。支払額を一

定にする返し方もある 

■借金時は返済の見通しを持つこ

とが重要である。 

 

 

 

 

 

計算する 

表を配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＣ計算表 

 

 

お支払額明

細資料 
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PC計算表（単利・複利比較）
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（４）教育委員会から 

 正確なデータを基にして生徒の関心をひく、数学の先生ならではの授業です。驚くべき

金利の仕組みとその数字には、中学生のみならずわれわれ大人も身の引き締まる思いがし

ます。 

 生徒が、日常生活で実際に借金をすることはまだありませんが、この授業をきっかけに、

家庭で話題としたり将来の意識改革としたりすることをねらいました。 

 

（５）消費生活センターから 

 預金、借金、分割払い、リボルビング払いなど、様々な場面で「金利」のパーセンテー

ジを目にします。しかし、大人であっても「金利計算」を正確に行わず、感覚的に捉えて

いることが少なくありません。中学生では、実生活で金利のつく取引をする機会はまずあ

りませんが、その計算は中学生までの学習で充分対応が可能です。「生活に活かせる数

学」として、早い段階から金利について実感させることは、大変に有効です。 

 金利計算について、健全な金銭感覚を持って捉え、生活に活かす力は、自立した消費者

として必要不可欠です。 
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３  高等学校での実践 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



単 元 名 自立して生きる  一人暮らしの住まい選び  

実 施 校 

学 年 / 教 科 等 

柏市立柏高等学校 

第 ２ 学年     家庭科 

指 導 者 教 諭  春 日 及 子 

総 授 業 数 ６時間で計画したが、２時間しか実施することができなかった 

 

１.単元について           

(１) 設定の理由 

高校で家庭科を指導するにあたって、「生活を総合的にとらえる」視点から、常日頃

から『住生活』について、実験・実習を効果的に取り入れた題材の工夫の必要性を感じ

てきた。生徒の興味・関心は、どうしても『食分野』に偏る傾向があり、授業でも食分

野の学習時間が多くなることが現状である。先日、生徒が「３ＬＤＫって、ＬＤＫが３

つずつあることだよね。」と言っているのを耳にした。こちらから「礼金・敷金って何

か知っている人？」という問いかけをしたところ、ほとんどの生徒が「敷金・礼金ゼ

ロ」という広告のキャッチコピーは耳にしたことがあると答えたが、その意味はわから

ないと答えた。この生徒たちは、１年時に消費者教育の中で『契約』について学んでい

る。しかし、人の一生とのかかわりの中で、住生活においての『契約』は、身近なもの

として捉えられていないようである。 

近い将来、高校で学んだことを生活の中で総合的にとらえ、生かしていく力を身につ

けさせたいと思い、この単元を設定した。 

 

(２) 目 標 

・ 将来の生活スタイルを考え、自立した住生活の基本を学ぶ。 

・ 住生活に関する広告や情報誌、インターネットなどから適切な情報選択能力を身に付

ける。 

・ 賃貸住宅の「契約」について学び、意志決定能力を養い、安易な契約によるトラブル

を防ぐ力を身に付ける。 

 

２．指導計画 
1  生き方や進路に合わせた住生活を考える・・・・・・・・・・ ２ 

  2  一人暮らしの部屋を探す・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４（本 時） 

 

３．本 時 

(１) 目 標 

・ 住生活における「契約」に関わる消費者問題について理解させるとともに、主体的に

意志決定する能力を身につけることができるようにする。 

・ 一人暮らしの快適な住まいの条件を考え、それらを満たすような空間設計の重要性を

気づかせると同時に、多くの情報から適切な情報を選択できるようにする。 
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(２) 消費者教育の視点 

・ 賃貸住宅などの契約トラブルについて知り、正しい知識を身につけさせ、主体的に物

件選びができる力を身につける。 

・ 自ら生活する住居選びを通して、自立した生活を送ろうとする意識を高める。 

 

(３) 展 開 

時配 

(分) 

指 導 内 容 ・ 学 習 活 動 指導上の留意点 

（■消費者教育の視点・◎評価） 

備考 

５ 

 

１５ 

 

 

 

２５ 

 

 

 

 

 

５ 

・賃貸住宅契約等に関するＹｅｓ／Ｎｏ

クイズを解く。 

・クイズの解答から、賃貸住宅契約時の

注意事項を知る。 

 

 

・賃貸住宅広告・間取図の見方を知る。 

 

 

 

 

 

・実際の賃貸住宅広告を見た感想を聞

く。 

・実際に自分が一人暮らしをする

設定であることを知らせ、クイズ

を通して自分だったらどうするか

を考えさせる。 

・賃貸住宅契約時の注意点を理解

させる。 

・住宅広告中の語句や間取図の見

方について説明し、理解させる。 

・消費者として、適切な判断がで

きるように、様々な物件を用意

し、比較検討できるようにする。 

 

◎自立して生きていくための基礎

的な知識を身につけることができ

たか。 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ① 

 

 

 

 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．実践報告 
(１) 生徒の様子・変容 

・ 経済的な負担がかかることに驚く生徒が多かった。 

・ 契約に関しては、昨年度学習したこともあり慎重にクイズに答える姿勢が見られた。 

 

(２) 成果と課題 

○成 果 

 初めから授業時間が６時間確保できないことがわかっていた上での実施だったため、実

際に物件選びまで展開できずに終わってしまった。わずか２時間の授業ではあったが、生

徒からは「敷金がゼロ円だったたら、破損したときや家賃が払えなかった時はどうなるん

だろう」「一人ぐらしって思っているほど簡単ではないし、お金がかかるんだ」などたく

さんの感想や疑問がでてきた。生徒にとって、住居については未知な部分が多いため、基

本的な内容だけでも学習できたことはプラスになったと考えられる。また、『ひとり暮ら

しのサポートブック』等の書籍にも関心を示す生徒が多く見られた。 
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○課 題 

 『衣』や『食』に比べて『住』に関しては、学習時間が短くなりがちであり、生徒の知

識もほとんどないことがわかり、この分野の学習の必要性を強く感じた。携帯電話で簡単

に住居探しができてしまう今日だからこそ、生徒に適切な知識や意志決定能力を身に付け

させたい。 

 

(３) 使用教材・資料等 

 

『幸せ！ひとり暮らし完全サポートＢＯＯＫ』  

主婦と生活社 ２００３年３月２０日発行 

『ひとり暮らしをはじめる本』  

成美堂出版 ２００７年２月１６日発行 

 

 

(４) 教育委員会から 

 高校２年生といえば、独り立ちの時期を目前に、独り暮らしへの憧れが芽生えたりおし

ゃれな住まいのコマーシャルに心がはずんだりする頃でしょう。その時期をとらえ、住ま

い選びには「契約」に絡む様々な課題があることに気づかせ、正しい知識と判断力を身に

付けさせることをねらいました。 

 今後、生活を維持するためには、「住いの環境」「安全性」「生活費」など、さらに現

実的な課題があることにも気づかせる、高校３年間を見通した流れとなっています。 

 

(５) 消費生活センターから 

 

住まいの選択には、「生きる力」を育むことを目指して身につけてきた知識を、総合的

に活用する力が試されます。住宅の賃貸は、「取り扱う金額が高額であること」、「契約

に関して独自にチェックすべき項目が多いこと」、「継続性のある契約であること」「環

境など複合的条件があること」などから、トラブルを回避するために相当の慎重さが期待

されます。高校生にとっては、進学のために、または新社会人となって、一人暮らしも視

野に入ってくることでしょう。自分のための快適な住空間やその契約について学ぶことは、

非常に大切なことです。 
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(３) 展開 

時配 

(分) 
指 導 内 容 ・ 学 習 活 動 

指導上の留意点 

（■消費者教育の視点・◎評価） 
備考 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

＜導入＞ 

★オンラインショッピングやインターネ

ットオークションの経験や興味 

（Ｙａｈｏｏ！ショッピングやＹａｈｏ

ｏ！オークション，楽天などと言っ

た言葉を聞いたことがあるかどうか

を確認しつつ） 

 

＜展開１＞ 

★従来の買い物のスタイル（お店での買

い物）とインターネットでの買い物の

様子の違い． 

Ｑｕｓ 

お店での買い物とインターネット上での

買い物の決定的な違いは？ 

Ａｎｓ 

「売り手」と「買い手」の間に「情報ネ

ットワーク」があるかないか？ 

（商品や現金を手渡しで授受しない） 

 

★ネットワークを利用した商売や取引き

（電子商取引） 

様々な電子商取引のスタイル 

・ＢｔｏＢ 

（企業間での業務効率化） 

・ＢｔｏＣ 

（オンラインショッピング等） 

・ＣｔｏＣ 

（インターネットオークション等） 

 

＜展開２＞ 

★電子商取引におけるトラブル 

Ｑｕｓ２ 

どんなトラブルが考えられるか 

Ａｎｓ２ 

・商品が届かない 

 

■オンラインショッピングやネッ

トオークションが我々にとって

非常に身近になりつつあること

に気付かせる． 

 

 

 

 

・実際にロールプレイ風にやりと

りの流れを見せる． 

 

 

◎電子商取引では「人」と「人」

の取引の間に「情報ネットワー

ク」があることが気づくかどう

か？ 

 

 

 

■◎電子商取引の特徴や利点を考

えることができるか？ 

・情報機器の有無 

・情報機器さえあれば，移動せず

に取引きできる 

・売り手と買い手がその場にいな

くても取引きできる． 

・２４時間取引可能 

 

 

 

■人の顔が見えない電子商取引だ

からこそ，犯罪やトラブルに巻

き込まれやすいことに気付かせ

る． 

■サイバー犯罪に巻き込まれない
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売り方，買い方に関するトラブル 

 消費者に（ 誤解  ）を与えやすいＷｅｂページによる詐欺行為． 

 

 

 

 

 

 

 

３：主体的な消費者として 

 

 

 

 

１）電子消費者契約法 

ＥＣにおける消費者の操作ミスの救済や契約成立時期について定めたもの． 

ｅｘ）ＥＣにおける「契約成立」の段階は 
 ①商品の個数や数量を入力し，ＯＫ等をクリックした段階． 

 ②個人情報を入力し，ＯＫ等をクリックした段階． 

 ③確認画面で情報を確認し，ＯＫ等をクリックした段階． 

 ④販売側から申込み承諾の通知が買い手側に届いた段階． 

正解・・・（ ④ ） 
 

２）特定商取引に関する法律 

消費者保護のために，訪問販売や通信販売，電話勧誘などを行う業者を規制する法律． 

決められた事項の内容を掲載したり，誇大広告の禁止等を定めている． 

ｅｘ２）ＥＣにおいて，クーリングオフは（ 可能 ・ 不可能 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（釣りゲームの画面） 

 

 

釣竿を変える 

釣竿特売！ 

ゲームの選択用 

外部サイトへのリンク 

本日の授業を通して感じたことや気がついたこと 

Ｑｕｓ３：消費者側が身につけなくてはならないこと 

Ａｎｓ３：「  正しい知識  」と「  適切な行動選択  」 
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＜参考資料＞生徒感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒Ａ 

生徒Ｂ 

生徒Ｄ 

生徒Ｅ 

生徒Ｃ 

生徒の感想を一部掲載．「正しい知識」と「適切な行動選択」の重要性が少しでも

感じることが出来ていれば，幸いである．あとは，高校生の特徴なのかわからない

が，女子の関心が非常に高いようであった． 
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第三章 消費生活センター「子ども消費者教室」 
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